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動を跡づけている。しかしシ L ングは iロマ γ主義があらゆる立場を評価し
ようとしたこと」は「それまで絶対と考えられてきた道徳的基準を次第に弱体
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次に， シλ モンディのロ マン主義を明らかにすることは，当然のことながら















サ日ンの参加者には，夫人のほか，アウグス I・ヴィルヘノレム・フォ γ .vュ


































である， と語っている。そしてその思想の背後には1 ①時空をこえた客観的価値白存在j ②この
価値白原理ょの実現可能性，の信念が横たわっている，とパー リンは考えている。(，西欧におけ
るユー トビア思想の衰額 IFロマンキ義と政治I1984年)
























17) それ以前にもロマン主義の蔚芽を見い出せる。啓蒙に異議を唱えたヴイー コ，ハー マンョへル
ダ，感情を重視したルソー らである。1.Berlin.“The Counter-Enlightenrnent "， Aga開"




























]9) ラヴジaイはとの考え方を“uniformitarianism~に対1 て，“ diversitarianism "と呼ぶ。
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2η N. P. t. !， p. 77. (訳j 上， 373-374ベー ジ〉参昭。
28) G. D. Desroussilles，“Sismondi et le gout du bonheur "， Ec，ゆ/1omieset Societes， t.X， nO 
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'" ~，ミプ戸ヴタシロ y. ，ール 〆チエ エタ Jスプロワタクヨツア モワチ
営組織が地域を異にして生成する。「分益小作経営(収穫折半
~"ヲロヲ.ショソ dξールヨ ，"'1'"，-
経営)J(イタリア・スベイソの一部地方)， I賦 役 経 営J (ハンカ刊


















36) Schenk， op. cil.， p.33. (訳.44'-、ージ〉









ニ.. スヲロワタシ Eγ ハール Jξーユ ア プエルム
奴隷身分を脱した借地農業家が中核になって「定 額小作経営」が
出現した。そして特にイギリスではこれの大規模な耕作が支配的になったが，
シスモ γデバ主「誤った道」に入ってしまったと非難するつこれについては，
フラソスとの対比で後に論じなければなるまいの
この様に彼は啓蒙期の陪更観を某本自]には信奉する。そしてその進歩は漸進
的で一進一退を含んでいる。彼は人間の経験から教訓を学ぶために歴史を振り
返るのであって，その中に逃避的に生きるためにではない。問題意識は現在か
ら未来へ向けられている。とはいえ，中世に誕生した北イタリアの自由都市や
職業団体の歩みを綴ることによって. Iシスモンディはフランスにおける歴史
の道を開拓しJ (ミンュレ)， 中世復興者のひとりとなったことも確かである。
また，家父長制的農荒井制やギルドを郷愁の限で眺め，ある程度理想化するなど，
ロマン主義の特性も確実に備えている。彼の思考は歴史的である。現在を判断
または批判する際に，過去をその基準に置くからである。彼のあるべき社会像，
すなわち「理想郷」は歴史のうちから学んだものである。次にこれがいかなる
ものかを検百寸しなければなbない。
